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大
宰
府
の
羅ら

城
じ
ょ
う

�
-

古
代
の
大
宰
府
を
守
っ
た
外が
い
か
く郭

施
設-

　

50
年
に
及
ぶ
古
代
大
宰
府
の
調
査
研
究
の
大
き
な

成
果
の
一
つ
に
、
大
宰
府
を
守
っ
た
大
野
城
跡
や
水

城
跡
、
基き

い肄
城
跡
を
つ
な
ぐ
施
設
の
存
在
が
明
ら
か

に
な
り
つ
つ
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

本
市
の
南
に
位
置
す
る
筑
紫
野
市
の
前ま
え
は
た畑

遺
跡
は

西
鉄
筑
紫
駅
西
側
の
丘
陵
地
に
あ
り
ま
す
が
、
一
昨

年
、
こ
こ
で
古
代
の
土
塁
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
土
塁
は
基
肄
城
方
面
か
ら
大
宰
府
に
向
か
う
方
向

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
大
宰
府
を
取
り
囲
む
城
壁
の
機

能
を
持
っ
た
外
郭
施
設
だ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
施
設
の
存
在
は
、
考
古
学
に

よ
る
大
宰
府
研
究
の
礎
を
築
い
た
九
州
大
学
の
鏡
か
が
み

山や
ま

猛
た
け
し

の
著
書
『
北
九
州
の
古
代
遺
跡
』（
１
９
５
６

年
刊
行
）
の
中
で
大
宰
府
の
「
羅
城
」
と
呼
称
さ
れ
、

具
体
的
な
外
郭
線
の
位
置

は
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

の
阿あ

部べ

義ぎ

平へ
い

の
論
文
「
日

本
列
島
に
お
け
る
都
城
形

成-

大
宰
府
羅
城
の
復
元

を
中
心
に-

」（
１
９
９
１

年
刊
行
）
の
中
で
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
「
羅
城
」
は
主
に
中
国

の
唐
代
以
降
に
使
用
さ
れ

た
、
都
市
を
取
り
囲
む
城

壁
を
示
す
言
葉
で
、
そ
の

用
語
は
中
国
の
地
方
都
市

や
諸
外
国
の
都
市
に
も
使

用
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
に

お
い
て
は『
日
本
書
紀
』天
武
８（
６
７
９
）年 

11 

月

条
に
「
難
波
に
羅
城
を
築
く
」
と
あ
り
、
古
代
の
時

点
で
京
に
係
る
施
設
と
し
て
の
「
羅
城
」
の
用
語
が

使
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
本
市
と
友
好
都
市
の
関

係
に
あ
る
韓
国
扶プ

餘ヨ

に
あ
っ
た
百
済
の
首
都
「
泗サ

泚ビ

」

に
も
戦
前
か
ら
羅
城
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
羅

城
の
遺
構
は
現
在
で
は
世
界
遺
産「
百
済
歴
史
地
域
」

の
構
成
資
産
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
で
の
「
羅
城
」

の
概
念
に
つ
い
て
も
前
畑
遺
跡
の
発
見
を
き
っ
か
け

に
論
議
が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

阿
部
説
に
よ
れ
ば
大
宰
府
を
と
り
ま
く
「
羅
城
」

は
総
延
長
で
約
50
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
規
模
と
な
り
、

東
ア
ジ
ア
で
も
屈
指
の
規
模
の
施
設
と
な
る
よ
う
で

す
。
前
畑
遺
跡
の
発
見
が
き
っ
か
け
と
な
り
福
岡
県

が
主
体
と
な
っ
て
関
係
す
る
市
町
の
教
育
委
員
会
が

参
加
し
て
、
大
宰
府
の
外
郭
施
設
と
し
て
の
土
塁
や

関
連
施
設
を
探
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、

小
郡
市
域
や
本
市
の
大
野
城
跡
内
な
ど
で
新
た
な
発

見
が
あ
り
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
も
地
元
の
ご

協
力
を
い
た
だ

き
四
王
寺
山
か

ら
宝
満
山
、
高

雄
地
区
な
ど
で

「
羅
城
」
の
痕
跡

を
探
す
作
業
を

続
け
て
い
ま
す
。

　

大
宰
府
発
掘
50
年
を
迎
え
、
新
た
な
古
代
大
宰
府

の
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

文
化
財
課　

山
村　

信
榮

想定される羅城の北東域（天拝山頂より）

赤の破線が羅城の想定位置（画像提供　九州歴史資料館）

関係者による現地踏査
（平成 29年度）


